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広げよう連帯の輪

公民館サ－クルが会員を募集
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流する楽しさーその魅力で、公民
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館サークルの活動の輪は、年々大
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サークル数は約80．あなたも、よ

した豊かな生活を送るため
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に、ぜひ公民館サークルにご参加
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ください。
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　　　　　　▲仲間同士で会話を弾ませながらの土ひねり

　　　　　　　(中央公民館の楽陶会)
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　　　　　　　　公民館活動サークルの会員募集案内

サークル名 例会日 活動内容 連絡先

木

幡

公

民

館

グループけやき　第1・３木昭日
午前9時半ヽI1時半

一枚の板から生活廸sを制作。 伊藤順子
41－7182

俳画サークル 第2･4火曜日午後1時～４時 俳画ftIBの向上を図')ます。
玉井武男
31－5696

アートフラワーサークル　第I・３月曜日午t*l時～３時半
活動を通じて会員相互の親mを図
ります。

井上貞子
　32－3547

宇治古武遭錬成会　毎週水昭日午It6時～８時
日本古武ilの偉練を通じて.凋身
技法の偉得と健全な身心を■9成.

直接会鳩へ

陶芸サークル彩炎 第1・２・４土■IB
午a 2時～４時

作陶技術の向上と.n芸に関する
maを深めます。

三原正二
32－3757

水彩画サークル彩　第2・４水昭日午i≪n時半～３時半 技術の向上と会貝相互の観睦を図
ります。

岡本宏子
32－2851

サークルクリーン　第３月昭日午前lO時～正午
婦人かtに≫iSな問ｌに目を向けなから、身
心共に健輿で讐かな馨らしを集くために学冒，

榊原,s美子
31－5291

お茶の文化を学ぷ会 　第l水昭日午til時～４時
茶の文化と歴史を学び、見学会な
ども行います。

北山敏子
32－6711

詩　吟　朝　霧　会 　第l・３金曜日午til時半－４時半
詩吟を通じて会員相互の観睦を図
ります。

磯R茂子
　23－3190

謡曲サークル竹詰会 第２・４木曜日
午t≪I時～５時

謡曲を通して、会貝相互のM睦を
図ります。

須原亀蔵
33－2272

たんirirサークル 第1・3金昭日
午前10時-正午

家憲に閉し込も')がちな女性か子育てという
共通の課Iを通して相互に学ぴます．

Be真由美32－6401

手染めサークル染りゅう 第1・３金曜日
午(≪2時～４時

家庭で出来る手染めを通して生活にう
るおいと手姥めの枝術向上を図'l ます。

小畑智恵子
23-9628

あしさいコーラス 第１・２･‘４金昭日
午後i時半～３時半

あなたも一緒に．コーラスを楽し
みましよう。

田中晶江
32－0686

太極拳木幡教室　毎週木曜日午tJ6 6時半～８時 太極拳の普及と技m伝達。 神'■s-≫a三
43－0198

木幡青少年空手道同好会　毎週金曜日午a 6 時-9時 空手遣を通じて青少年の健全育成と会員相互の観睦を£3')ます。

西田嘉見

32－3394

ちぎり絵卜クルさわやか　第2月曜日午後2時～４時

崎人の余暇を刊用してちぎり絵を衣作する書ぴを

味わis共に生盾にうるおいをもたらします．
加藤小夜子
32－1245

四　　季　　彩 第1・２・３月曜日
午前９時～正午 油絵技術の修得により、芸術を愛し, 豊かな人間形成を図ります。

中村正雄

43－5400

サークル名 例会ヽ日 活動内容 連絡先

小

倉

公

民

蛤

わかめの会(食生活と
腱康を考える会）

第１・３木KB午前io時～正午
食品添加物､栄養について学習.

中忖澄江

23－2347

宇治市史を学ぶ会 第2・４土曜日午t≪2時～４時
｢宇治市史」を教本に歴史の勉強． f.沢洋二32－4216

つまみ絵サークル 第2・４金曜日午前IO時～正午 技術の修得と会貝相互の親睦.
木村元子
43－9167

民話サークル 　　第3金■SB午前lo時-午tS3時
埋もれている民話を掘')起こし
再創造。

田伏八郎

41－6584

小菊盆栽サークル　第3土曜日午前lO時～正午
盆栽づくりで情操を高め、会貝
相互の親1Sをa')ます。

川turn太郎

43－0823

古典文学サークル　mi金嗜日午前10時-正午 古典文学の学習を通じ、会貝相
互の麗itを図1)ます。

飯沢照子

21－3733

こすもす学級　（子育てサーク"■)
第2・4木曜日
午前io時～正午

家庭で味わえない人間関≫.をサ
ークルで形成。

松田レイ子
　23－9246

秀　　画　　会　　　(油　絵)
　第2・４火Bli日

午後?時～９時

油絵技法の向上、会貝相互およ

び地域社会との文流を■ ')ます。

井口　茂
23－1849

(水1iPu）会
第2・4火昭日
午前10時～正午

技術の向上と会只相互の観睦を
図ります。

村上允子
22－2027

水　　晶　　会 第2・４木曜日
午後1時～３時

水彩画を通して会貝相互の観睦
を図ります。

匠内節子
22－1740

サークルまつぼっくり　第1水曜日午前io時～正午 子どもたちに栓本の読み聞かせ
や人形劇を披罵。

脇坂由美子23－5122

子育て広場ドーナツ 第1・３火曜日午前10時～正午 観と子、親と親、子どもと子ど
もの触れ今いサークル。

小山道子

　21－3047

歴史サークル 　　第2火昭日午前io時～午a 4時
日本史を学習.a地学習も行い
ます

谷口美代子
22-0349

中学生を考える学咎会　第２火曜日午t≪l時- 4時
中孚生を巡る諸問題について．学び
合い望ましい親のあ<)方を探る。 23-4729

「つt みぐい」学級
　（子育てサークル）

第2・４木■IB
午前10時～正午

子育てを通じて､母として､女性とし
て.人間としての生き方を考えます。

児玉mm

23－7882

小倉園芸サークル　第3 火咄日午前10時～正午
園芸技術の≪J得と、会員相互の
超睦を図ります

奥村つる子
　22 －4732

サークルどんぐり 第1・３木昭日
午前lO時～正午

子育て最中の母観の生き方につ
いて学習.

菅沼美知子
22-8084

サークルラディッシュ 第1・３月昭日
午前lO時～正午

人形刺づくりを通して子どもたちに夢と*望を与えます。
岡　啓子
23－9265

ぉ茶を楽しむ会 第2・4土曜日
午前10時～正午

お茶常での作法や．おいしいお
茶の入れ方を学習。

池本起志
21－2368

彩　　芙　　会 第１・３木昭日
午前10時一正午

油絵を通して会n相互の文流と
親睦を図ります。

小川京子
　43-0601

小倉ジャズダンス体操　第i・３木曜日
午後7時半--9時令

II ズム体操、ジャズダンX. 3B体

揖をn得し. 健康を保持します．
松本敏子
22－3481

親子園芸サークル　第2・4日曜□
午ins時半～10時

農作物の栽培を通じて、親子の
きずなを深めます。

牧　友之

　23－4681

な　で　し　こ　会 第2・4水曜日午前lO時～jF午 日驚生fiSでの札償作法を学a.
小泉みどり

23－】940
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公民館活動サークルの会員募集案内
サークル名 例会貝 ･、活動内容 連餓先

五

m

陶芸サークル「楽陶会」 　第i・３土■SB午前io時半～正午 陶芸技術の学習. 長谷川蝉正32－4430

陶芸サークル「杖Hi会」 　第2'4水曜日午筏1時半～４時 陶芸技術の学a.
永田　治

21－4472

木彫サークル'きつつきJ 　第2・4火曜日
午筏l時半～４時 木彫技術の学習.

伊藤順子

41－7182

日Bji大工サークル 第i・３木昭日
午前io時～正午 大工仕事の基本から学習.

工藤(t子
　23－9381

宇治映画同好会
　第2日曜日午後n時-5≪r 上映会の開催やビデオを制作。

林　正剛
23－3253

サークル名 例* s ・　活勅内一審i･・ 連絡先

宇

治

公

民

館

宇治朝B コーラス 　毎一週火曜日午前io～正午
合唱祭､サークル発表会などで発表．
岫人のコーラスグループ。 岡田倶己代

23－6671

日本画サークル　第1・３金曜日午前9 時半～正午
風景■I.静初画を中心に制作。 白山　喬

43－3034

拓本サークル 　第２火曜日午a 7時～９時 碑文などを採拓．
岡田　実
32－2948

水曜会（油絵）
第i ・2・４水EBB
午後1時～３時半

婦人を中心とした油絵サークル． 大和ミヅヨ
43－5469

短歌サークル 　第3木曜日午後6時~10ll≫
17文字に託して尼･n世界を表現。 光家　溥

32－4204

自主婦人講is'"つばさ』 　第＼木曜日午前10時～正午
女性の生き方､婦人問題を学習． 黒石芳子

23－0149

児童文学サークル　　第2金曜日午前9時半～正午・
子どもたちと一緒に本を1允む触
れ合いサークル。 脇坂由美子　23－5122

公害問題学習会　漓1月曜日午前10時～正午 水問題を中心に学習。
奥田澄子
43－0957

源　氏　の　集い　第z・４金曜日午後i時～３時半
r源氏勧語jを元に、冊子製作な
ど自主学習

a忖春枝

21－4072

はまちどり研究会 第2・4火昭日午a 7時～９時 古文読解の学習サークル。
荒木暉治

44－7641

絵画サークル 　第＼・３金曜日午a 7時~ 9時半
油絵か中心。市民絵画展などに
出品。

加納誠三
41－7715

rasサークル｢ぬiえ会｣ 第2・４金昭h午t≫7時～９時
日本の心、民liに観しむサーク
ノレ。

大江三雄
22－9590

水墨画サークル｢若竹｣ 第１・３水曜日午前10時～正午
水墨画の制作と会貝祖互の親睦. 松村幸子

　23－4072

宇治園芸サークル　第2水曜日■p前io時～正午 季節の花々を育てます。
泉　信子
43－0266

若葉つまみ絵サークル 弟1 ・3火曜日
午前IO時一正午

簡単な材料で花立てなどを制作。 新井千昭
　43－0632

ひよこサークル
第2・４月曜日
午肘IO時～正午 子育てについて勉強。 北村よし子　24－2616

文学サークル 　第4金■SB
午後1時～４時

課題本を読み. 感想をIS')合い
ます。

三谷敏子

　32－1019

健康サークル ゃお11鸚知 晨否,ぴ夕汐Srt"心に実技学習. 久木崎ツナ
23－3779

版画サーク･ﾚ 第l・３木曜日
午後7時～９時

四季折々の様子を版木に託し．･
老いも若きも楽しく製作。 若林千恵子

21－3389

人形劇サークルrとらごろうj　毎週火･IB午前10時～正午
人形の制作から劇の創作まで、
すべてを手作り。

西井富佐子

23－3158

源氏物語をよむ会　第1・３金曜日午後l時～３時半 源氏物語のm読や風土探訪.
伊佐房子

32－8182

｢やまぷき｣サークル 第2・４月曜日
午前10時～正午 大型紙芝居を制作。 山村久美子23－8120

和紙豆人形サークル 第2・４月曜日
午後7時～９時

大豆と和紙を材料に人形を制作。 福本明子
22－5514

アートフラワーサークル 　第2・４金昭日
午筏1時半～３時半 造花技術を楽しくtil?。

藤森絹子
24－1430

婦人セミナー 　　第3金Nia午前9時半～11時半 世界の四大宗教について学習 中井かずえ
22-4453

女性史を学ぶ会　　第3土曜日午#19時半-10時半
「宇治市史｣を教本に、女性史を
探ります。 岡本カョ子43－5536

体操サークジチャームミズ」　　毎週土Ki日午前9時半～10時半
リズム体操からアスレチックま
で、幅広く行います。

小林陽子

22－7657

スイー}ジャズtーヶストラ 　弔２・４日Ｑ日
午後1 吋- 5時またrl午l●6蜻－10時

ジャズを中心とした演奏活動を
行います。 久保見冶明22－2086

堅史を学-･･会 　第3 火a□午i≫7時- 9時
尺衆を中■i.-tした歴史を学習． 綱谷睦夫

21－3705

太極拳サークル"パンダl 　毎週火昭日午後7時～9時半 太極拳の曹及と技術伝il.松浦武道
22－5495
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荒巻禎－さん

　
京
都
府
知
事
選
挙
は
、
さ
る
四

月
六
日
に
行
り
れ
、
知
事
に
荒
巻

禎
一
さ
ん
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
荒
巻
知
事
の
任
期
は
四
月
土
〈

日
か
ら
四
年
間
で
す
。
府
民
の
信

頼
に
応
え
て
、
府
民
の
た
め
の
府

公民館の電話番号

中
央
公
民
館
　
電
話
2
0
1
4
1
1

宇
治
公
民
館
　
電
話
2
1
2
3
0
4

木
幡
公
民
館
　
電
話
3
2
8
2
1
9
0

小
倉
公
民
館
　
電
話
2
2
4
6
8
7



宇治市政だより

み
ん
な
の
力
で
成
功
さ
せ
よ
う

・
6
3
年
京
都
国
体

ト
府
民
ト
リ
ム
の
集
い
（
綱
引
き
大
会
）

6／KB)

９／７(日)

10／10淘

　　I9(a)

第23回市民オリエンテーリ

ング大会

第10回障害者スポーツ大会

第20[5]市民総合体育大会総

合開会式

第５回市民スポーツまつり

第６回高齢者ゲートボール

大会

はばたく京都のスポーツ推進

大会(ジョギング・駅伝大会)

第14回家庭婦人バレーボー

ル大会

第24回市民オリエンテーリ

ング大会

第２回市民綱引き大会

第４回宇治川マラソン大会

578

い
ま
ス
ポ
ー
ツ
を
暮
ら
し
の
中
に

市民スポーツ教室・ひろばへ

昭和61年度　市民スポーツひろば

予定表

昭和61年度　市民スポーツ教室

予定表

各種スポーツ大会の日程
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これからの国民年金⑤

加
入
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く

●問い合わせ

　市役所国民年金係

　　　(S⑩3141)

　
老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
十
五
年

　
（
三
百
月
）
以
上
の
資
格
期
間
を

満
た
し
た
人
が
、
六
十
五
感
召

受
給
し
康
ｙ
。

　
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間

(3)

ii:i!iiiii9iiiiiiiiiiiiiiiiii!iin::iiiin[iiii:ii!i!iiiiii:i:iii!iiiiiiiiisi[[[ii:iiiii!iiiiiiiiiiii:ii[iiiiiiiiii^

表2 厚生年金保険の被保険者期間･共済組合員

　　期間のある2o歳以上の人の特例

施行日の年齢 生年月　日 期間(注)

34歳以上 昭和27年4til口以前 20年

33岐 昭和27年4;!2H～昭和28年･4月１日21年

32歳 Bi'i和28年i月口～昭和29年4月１日22年

3i巌 昭和29年4月2日～昭和30年4月１日23年

30歳 ．昭f030年4月２日～昭和3i年4月iH24年

　
い
よ
い
よ
四
月
一
日
か
ら
新
国

民
年
金
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
新
制
度
で
は
、
一
部
の
人
（
任

意
加
入
対
象
者
）
か
殴
い
て
、
日

本
国
内
に
居
住
す
る
二
十
歳
以
上

六
十
歳
未
満
の
人
全
員
が
国
民
年

金
に
必
ず
加
入
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
新
国
民
年
金
の
加
入
者
種
別

　
表
１
の
様
に
国
民
年
金
に
加
入

す
る
人
の
種
別
が
三
つ
に
分
か
れ
、

保
険
料
の
納
め
方
も
異
な
っ
て
い

ま
す
。

　　　　　　　　　　　(注)I?生(i'iH)年金・共済組合輿期間

表3 56歳以上の人の特例

▼
第
１
号
被
保
険
者

　
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
、
自

営
業
な
ど
の
人
と
そ
の
家
族
の
人

で
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
人

は
、
任
意
加
入
対
象
者
や
第
２
号
、

第
３
号
被
保
険
者
と
な
ら
な
い
と

き
、
全
て
強
制
加
入
の
資
格
で
第

１
号
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
旧
制
度
で
は
任
意

加
入
の
資
格
で
あ
っ
た
人
が
、
新

制
度
で
は
強
制
加
入
の
第
１
号
被

保
険
者
と
な
る
握
影
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
ぐ
だ
さ
い
。
次
の
様

な
例
が
考
λ
ら
元
ま
す
。

▽
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の

新国民年金の加入者の種別表１

3S1号披保険者 第2§-岐保険S(強制)第3号披保険fS(強制)

強　　制 (E.tr.加入対象者
厚生年金の加入者

･ 共済机合員

(I?生年金･共ir!≫a

合と国民年金の両

制度に二重加入す

ることになりま

す｡)

厚生年金加入者・

共済組合只の肢扶

養配偶者となって

いる20歳以上60歳

未満の人

日本国内に住所の

あるmm-商業な

ど自営業の人とそ

の家族などで、20

歳以上60 SS未満の

人

o学生・海外在住

　日本人

〇老齢(退職)年金

　を受けている人

O60歳~65ia未満

て勿入を希望する人

他
の
公
的
年
金
制
度
か
ら
遺
族

年
金
か
受
給
し
て
い
る
六
十
歳

未
満
の
人

▽
同
じ
く
他
の
公
的
年
金
制
度
か

　
ら
障
害
年
金
か
受
給
し
て
い
る

　
大
で
、
第
３
号
被
保
険
者
と
な

　
ら
な
い
六
十
歳
未
満
の
大
（
保

　
険
料
は
免
除
）

▽
同
じ
ぐ
他
の
公
的
年
金
制
度
か

　
皇
路
（
退
職
）
思
索
受
け

　
て
い
る
人
の
配
偶
者
（
妻
ま
た

　
は
夫
）
で
、
六
十
歳
未
満
の
人
。

▽
厚
生
年
金
加
入
者
、
共
済
組
合

　
員
の
配
９
　
者
（
妻
ま
た
は
夫
）

　
で
あ
る
が
、
、
所
得
な
ど
の
関
係

　
で
被
扶
養
配
偶
者
（
扶
養
家
族

　
に
認
定
さ
れ
て
い
る
妻
ま
た
は

　
夫
）
と
な
っ
て
い
な
い
、
六
十

　
歳
未
満
の
大

▽
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
な
ど
の

　
他
の
年
金
制
度
で
受
給
資
格
期

　
間
を
満
た
し
て
い
る
が
、
支
給

　
開
始
年
齢
に
達
し
て
い
な
い
大

　
と
、
そ
の
配
偶
者
（
妻
ま
た
は

　
夫
）
Ｉ
八
十
歳
未
満
の
大

　
※
任
意
加
入
対
象
者

　
次
に
あ
げ
令
八
は
、
希
望
に
よ

っ
て
国
民
年
金
に
第
１
号
被
保
険

者
と
し
て
任
意
加
入
が
出
来
未
了
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
自
分
自

身
一
で
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▽
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
二
十

　
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
、
学
生

　
と
他
の
公
的
年
金
か
ら
老
齢
（

　
退
職
）
年
金
公
文
け
て
い
る
人

▽
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
至
〈
十

　
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人

▽
日
本
国
民
で
外
国
に
住
所
の
あ

　
る
二
十
歳
以
上
六
十
五
歳
未
満

　
の
人

▼
第
２
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
加
入
者
、
共
済
組
合

員
は
、
新
制
度
で
は
国
民
年
金
に

第
２
号
被
保
険
者
と
し
て
加
入
。

　
こ
の
た
め
、
厚
生
年
金
・
共
済

鰻
回
国
民
年
金
の
両
制
度
に
二

重
加
入
す
る
こ
と
と
な
り
濠
ｙ
が
、

国
民
年
金
へ
の
加
入
手
続
き
は
不

要
で
す
。
ま
た
、
国
民
年
金
の
保

険
料
は
自
分
自
４
で
納
め
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
金
に
必
要
な

費
用
は
、
厚
生
年
金
保
険
・
共
済

組
合
か
ら
、
国
民
年
金
に
ま
と
め

て
納
め
ら
れ
る
た
め
で
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
加
入
者
、
共
済
組
合

員
の
被
扶
養
配
偶
者
（
扶
養
家
族

に
認
定
洽
れ
て
い
る
妻
ま
た
は
夫

）
と
な
っ
て
い
る
二
十
歳
以
上
六

十
歳
禾
満
の
人
で
す
。

　
国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
第
２

号
被
保
険
者
と
同
じ
ぐ
、
厚
生
年

金
保
険
・
共
済
組
合
か
ら
国
民
年

金
に
ま
と
め
て
納
め
ら
れ
る
た
め
、

自
分
自
身
で
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
第
３
号
被
保

険
者
と
な
る
た
め
に
は
、
市
役
所

へ
必
ず
届
け
出
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

サラリーマンの妻は手続きを

新制度発足に伴う届け出

　
新
年
金
制
度
発
足
に
伴
フ
届
け

出
は
次
の
様
に
な
り
ま
ず
。

▼
第
１
号
被
保
険
者

　
　
「
改
正
」
前
か
ら
国
民
年
金
に

強
制
加
入
の
資
格
で
入
っ
て
い
る

人
は
、
届
け
出
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
旧
制
度
で
任
意
加
入
し
て
い

た
人
で
第
３
号
被
保
険
者
と
な
ら

な
い
人
は
、
新
制
度
で
は
第
１
号

の
強
制
ま
た
は
任
意
と
な
り
ま
す

の
で
、
対
象
と
な
る
人
に
は
今
月

表６国民年金の給付種別

ア
ン
ケ
ー
ト
と
回
答
・
届
け
出
を

兼
ね
た
往
復
は
が
き
を
同
封
し
ま

す
の
で
、
こ
の
返
信
は
が
き
で
届

け
出
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
な
か
っ
た
人
で
、
新
制
度
で
第

１
号
被
保
険
者
と
な
る
人
は
、
市

役
所
窓
口
で
加
入
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
第
２
号
被
保
険
者

　
自
動
的
に
第
２
号
と
な
る
た
め

届
け
出
は
不
要
で
す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者

　
厚
生
年
金
加
入
者
や
共
済
鰻
に

員
の
被
扶
養
配
偶
者
（
扶
養
家
族

に
認
定
鳶
い
て
い
る
妻
ま
た
は
夫
）

で
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の

人
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
旧
制
度
刄
に
意
加
入
中
の
人
は
、

三
月
末
日
が
届
出
期
限
で
し
た
が
、

ま
だ
の
人
は
至
急
、
届
け
出
て
ぐ

だ
さ
い
。

　
旧
制
度
で
任
意
加
入
し
て
い
な

か
っ
た
人
は
、
夫
が
厚
生
年
金
の

場
合
は
四
月
以
降
に
、
夫
が
共
済

組
合
の
場
合
は
五
月
一
日
ま
で
に

届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
新
制
度
で
第
３
号
と
な

る
べ
章
入
が
、
従
来
よ
り
強
制
加

入
の
資
格
で
加
入
し
て
い
る
場
合

も
あ
る
か
も
に
五
ま
せ
ん
の
で
、

年
金
手
帳
で
よ
く
確
め
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
届
け
出
先
は
、
い
ず
れ
も
市
役

所
国
民
年
金
係
で
す
。
な
お
、
地

共
済
鰻
昂
手
続
き
を
代
行
し
ま

す
の
で
、
妻
本
人
の
届
け
出
は
不

要
で
す
。

今
後
の
届
け
出
事
項

　
新
制
度
に
よ
る
国
民
年
金
の
加

入
種
別
が
三
っ
あ
り
、
保
険
料
の

納
付
方
法
も
異
な
る
た
め
、
今
後
、

就
職
や
退
職
な
ど
に
伴
い
、
本
人
・

妻
の
種
別
が
変
更
す
る
場
合
が
生

じ
ま
す
。
そ
の
っ
べ
届
け
出
を

確
実
に
し
な
い
と
、
将
来
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
出
来
な
ぐ
な
っ
た

り
、
払
わ
な
く
て
も
よ
い
保
険
料

舎
驚
ま
ラ
な
こ
と
に
な
Ｓ
＼
か
ね

ま
せ
ん
。
十
分
ご
注
意
ぐ
だ
さ
り

　
住
所
、
氏
名
な
ど
に
変
兎
の
あ

っ
た
場
合
も
、
第
２
号
の
人
は
勤

務
先
へ
、
第
１
号
、
第
３
号
の
人

は
市
役
所
の
国
民
年
金
係
へ
届
け

出
が
必
要
で
す
。

年金の種類給付資格 受　け　る　こ　と　が　出　来　る　場合

老齢基m

年　金

１

２

３
号

被
保

険
者

　加入期間（資格期間）が25年以上ある人が、65歳になったときか
ら支給されます。なお、昭和5年４月１日以前に生まれた人は、生
年月日に応じて資格期間が21年～24年に短縮されます。

　大正15年４月１日以前に生まれた人や、61年４月１日にすでに老
齢年金を受けている人は、従来の年金が引き続き支給されます。

　年金額60万円、月額５万円(59年度価格）
ただし、保険料を納めた期間が、加入可能年数に不足する場合は、
60万円から減額されます。

　　　　　　　　　保険料納付月数十保険料免除月数×1/3
　　　　　60万円×　　　　加入可能年数×12

障害基礎
年　　金

20歳前の傷病も含めて、一定の障害が残ったとき

遺族基礎
年　金

加入者または受給資格を満たした人が死亡したとき、その人によっ
て生計を維持されていた子のある妻または子に支給。

寡婦年金
１

号

被
保

険
者．

老齢基礎年金の資格期間を満たしている夫が死亡したとき、10年以
上つれ添った妻に,60歳から65歳までの間支給。

付加年金
付加保険料を納めた人に、老齢基礎年金に上乗せして支給。年金額
は, 200円×付加保険料納付月数。

死　亡
一時金

３年以上保険料を納めた人が年金を受けずに死亡したとき、その遺
族が遺族基礎年金を受けることが出来ない場合に支給。
10万～20万円。

老船福祉
年　　金

明iYt44年４月1日以前に生まれた人に支袷。ただし、所得Sil限があるため全頷
または一部が支給停止される場合があります。
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老
齢
基
礎
年
金
は
6

5
歳
か
ら

皇
子
。

①
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保
険
料

　
忽
］
め
た
期
間
（
新
制
度
下
で

　
の
第
１
号
被
保
険
者
期
間
の
内
、

　
2
0
歳
以
上
6
0
歳
禾
満
の
間
、
第

　
３
号
被
保
険
者
期
間
欠
苔
）

②
昭
和
三
土
〈
年
四
月
以
降
、
六

　
十
一
年
三
月
ま
で
の
厚
生
年
金

惣行a?)年齢 生･年　月　日 期間
59歳゛ 大正15年4月２日～昭和２年4月１日

21年
58歳 昭和2年4月2日～昭佃3年4月1日 22年
57歳 昭和3年4月2日～昭和4年4月1日 23年
56歳 昭和4年4)i2日-B3fil5年4月i日 24年
55歳以下 昭和５年4月２ロこ 25年

　
　
（
船
員
）
保
険
加
入
期
間
、
共

　
済
組
合
員
期
間

③
前
記
①
②
が
あ
る
人
に
つ
い
て

　
は
、
昭
和
三
土
八
年
三
月
以
前

　
の
期
間
も
資
格
期
間
と
な
る
こ

　
と
が
あ
り
ホ
チ
。

④
国
民
年
金
に
任
意
加
入
出
来
る

　
が
、
加
入
し
な
か
っ
た
期
間
（

　
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
・
公
務
員
の
妻
、

　
学
生
、
昭
和
3
6
年
４
月
以
降
の

　
海
外
在
住
期
間
、
昭
和
3
6
年
４

　
月
以
降
の
尉
旱
当
金
対
象
期

　
間
で
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
禾
満
の

　
期
間
）

⑤
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間

表４加入可能年数表

受
給
資
格
期
間
の
短
縮

①
昭
和
三
十
一
年
四
月
一
日
以
前

　
に
生
撒
ｎ
だ
人
は
、
厚
生
年
金
・

　
共
済
鰻
目
貝
期
間
だ
け
で
表
２

　
の
期
間
が
あ
れ
ば
、
孝
齢
厚
生

　
（
退
職
共
済
）
年
金
の
外
に
老

　
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

②
昭
和
五
年
四
月
一
日
以
前
に
生

　
次
れ
た
人
は
、
表
３
の
短
縮
期

　
間
で
老
齢
基
礎
年
金
が
支
給
さ

　
れ
求
了
。

年
金
受
給
額

　
老
齢
基
礎
年
金
の
額
は
、
加
入

生年月日
昭和61年４月

1 日の年齢

老齢藍礎年金

受給資格期間

国民年金への

加入可能年数

昭2. 4. 1 Urn 59歳 21年 25年

昭S. 4. 1 Urn 58 22 26
昭4. 4　１以前 57 23 27
昭5. 4 . 1以前 56 24 28
昭6. 4. mm 55 25 29
昭7 . 4 . 1以前 54 25 30
If!8. 4. l以m 53 25 31
昭9 . 4 . 1以前 52 25 32
昭10. 4　1以前 51 25 33
昭ll. 4 1以前 50 25 34
Bi'il2.4 1以前 ４９ 25 35
昭13. 4　1 以厠 48 25 36
B>'il4.4 1 以前 47 25 37
昭l5. 4 1 以rn 46 25 38

昭】6.4　１以前 45 25 39
昭16. 4 2以後 44以下 25 40

表５振替加算額

可
能
年
数
（
昭
和
3
6
年
４
月
以
降

で
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
間

の
年
数
）
の
全
て
に
つ
い
て
納

付
し
た
人
に
対
し
て
里
八
十
万
円

　
（
5
9
年
度
価
格
）
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
「
保
険
料
納
付
月
数
」
に
は
、

前
記
受
給
資
格
期
間
の
内
、
①
と

②
（
2
0
歳
以
上
6
0
歳
未
満
の
間
）

が
含
次
誓
子
。

六
十
歳
以
上
の
任
意
加
入

　
保
険
料
納
付
月
数
が
少
な
い
た

め
に
、
資
格
期
間
が
足
り
な
い
人

や
年
金
額
が
低
い
人
は
、
六
十
歳

以
後
も
任
意
加
入
し
て
、
資
格
期

間
か
増
や
し
、
年
金
額
を
高
く
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
老
齢
厚
生
（
退
職
共
済
）

年
金
受
給
者
の
妻
加
算

　
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
夕
満
た
し
た
人
が
老
齢
厚
生
（

退
職
共
済
）
年
金
か
受
給
出
来
る

時
、
そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
維

持
し
て
い
る
妻
が
あ
れ
ば
、
妻
が

六
十
五
歳
未
満
の
間
、
加
給
年
金

　
（
夫
名
義
）
が
加
算
さ
れ
、
妻
が

六
十
五
歳
か
ら
は
振
替
加
算
（
妻

名
義
）
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
表
５
）

繰
り
上
げ
・
繰
下
げ
支
給

　
老
齢
基
礎
年
金
は
六
十
五
歳
支

給
が
原
則
で
す
。
六
土
ハ
歳
以
降

に
繰
り
下
げ
て
受
け
る
こ
と
が
出

来
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
定
め
ら

れ
た
増
額
率
に
よ
っ
て
年
金
額
が

増
額
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
六
十
歳

か
ら
繰
口
上
げ
て
支
給
か
受
け
る

こ
と
が
…
ｍ
来
車
ふ
、
定
め
ら
れ

た
減
額
率
に
よ
っ
て
年
金
額
が
減

額
さ
れ
ま
す
。
一
度
決
ま
っ
た
支

給
率
は
生
頌
お
り
ま
せ
ん
。

生　年　月　日
施行日の

年　船
振替加算額

　(月額)

大正

昭和

5年4月２日一昭和

２年4月2日～

３年4月2日~

　年t月ロ～

)年4月2日～

　年4月２日～

　年4月2日～

　年4月2,日～

　年4月2日～

O年4月２日～

1年4月2日～

2年4月2e～

3年4月2日～

4年4月２日～

5年4月２日～

6年4月2日～

7年4月2日～，

8年4月2日～

9年4月２日～

O年4月2日～

1年4月2日～

2年4月２日～

3年4月２日～

4年4月2日7

5年4月2日～

6年4月2日～

7年4月２日～

8年4月2日～

9年4月2日～

O年4月２日～

1年4月2日～

2年4月2日～

3年4月2日～

4年4月2日～

5年4月2日～

6年4月2日～

7年4月2日～

8年4月２日～

9年4月2日～

D年4月2日～

1年4月２日～

２年4月

３年4月

　年in

）年4月

）年if]

　年An

　年4月

　年4月
o年4月

1年4月

2年4月

3年4月

4年4月

5年4月

6年4月

7年tn

8年4月

9年4月
o年4月

1年4月

2年4月

3年4月

4年4月

S年4月

6年4月

7年4月

8年4月

9年4月
o年4月

1年4月

2年4月

3年4月

4年4月

5年4月

6年4月

7年4月

8年4月

9年4月

D年4月

1年4月

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日’

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

日

59歳

58

57

56

55

54

53

52

51

50

49

48

47

46

45

44

43

42

41

40

39

38

37

36

35

34

33

32

31

30

29

28

27

26

25

24

23

22

21

20

i9歳以下 ｙ

,ooo円

.592

,208

,800

.392

.008

,600

,192

,808

,400

.992

,608

,200

,792

,408

,000

.592

,208

,800

,392

,008

,600

,192

.808

,400

,992

,608

,200

,792

,408

,000

.592

,208

,800

,392

,008

.008

,008

,008

,008

　し

新
年
金
制
度
ス
タ
ー
ト

国
民
年
金
の
給
付
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小
倉
子
ど
も
人
形
劇
団

団
員
を
募
集

　
小
倉
子
戸
も
人
形
劇
団
の
団
員

を
募
集
し
て
い
未
了
。

　
こ
の
劇
団
は
、
人
形
劇
の
台
本

作
り
、
人
形
作
り
、
上
演
活
動
を

通
じ
て
、
子
μ
も
の
自
主
性
や
創

造
性
を
高
め
、
表
現
力
か
培
う
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

▽
活
動
内
容
・
・
・
〈
例
会
〉
毎
月
第

　
１
・
４
火
曜
日
、
午
後
４
時
～

　
５
時
半
に
練
習
。
〈
出
演
〉
子

　
戸
石
手
づ
く
り
文
化
祭
、
人
形

　
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
人
形
劇

　
の
集
い
な
ど
に
出
演
。
〈
レ
ク

　
リ
干
‐
シ
ョ
ン
〉
春
・
秋
の
ハ

　
イ
キ
ン
グ
、
ク
リ
ス
マ
ス
心
一
な

　
べ

▽
会
場
…
小
倉
公
民
館

▽
対
象
…
小
学
校
３
年
生
以
上
の

　
児
童
と
中
学
生

▽
会
費
・
：
月
三
百
円

▲昨年の人形劇フェスティバルでの

　発表風景

▽
申
し
込
み
・
：
小
倉
公
民
館
（
小

　
倉
町
寺
内
9
1
）
へ
直
接
。

　
入
団
は
い
つ
か
ら
で
も
出
来
ま

す
。
　
　
　
　
（
小
倉
公
民
館
）

お
知
ら
せ

　
和
裁
初
級
講
座

　
　
受
講
者
を
募
集

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
和
裁
初
級

講
座
の
受
講
者
公
″
集
し
ま
す
。

　
▼
対
象
・
・
・
和
裁
の
経
験
が
な
い

人
で
、
一
年
間
続
け
て
受
講
で
き
、

将
来
和
裁
で
の
内
職
か
考
え
て
い

る
人
▼
と
き
…
４
月
2
3
日
か
＾
０
Ｓ

午
前
1
0
時
～
午
後
３
時
▼
募
集
人

数
・
：
1
0
人
（
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
命
わ
せ
…
４

月
1
5
日
脚
、
午
前
1
0
時
か
ら
午
後

３
時
ま
で
に
、
宇
治
市
内
職
セ
ン

タ
ー
（
木
幡
南
端
4
8
－
1
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
母
子
家
庭
奨
学
金

　
京
都
府
で
は
、
昭
和
六
十
一
年

度
の
母
子
家
庭
奨
學
金
の
申
請
を

四
月
二
十
日
か
ら
吸
口
付
け
ま
す
。

　
▼
対
象
・
・
・
乳
幼
児
か
ら
高
校
生

ま
で
。
す
で
に
京
都
府
の
他
の
奨

裳
琴
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま

す
▼
支
給
額
（
年
額
）
・
・
・
乳
幼
児
＝

六
千
円
、
小
学
生
上
万
二
千
円
、

中
学
生
＝
二
万
四
千
円
、
高
校
生

上
二
亙
（
千
円
▼
申
請
・
：
福
祉
課

に
あ
る
申
請
用
紙
で
。
新
規
の
人

は
四
月
三
十
日
、
継
続
の
人
は
五

月
三
十
一
日
ま
で
に
福
祉
課
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
福
祉
課
）

　
西
宇
治
高
等
学
校

　
第
１
回
定
期
演
奏
会

　
西
宇
治
高
等
学
校
吹
奏
学
部
が

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

毒
ｙ
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
…
４
月
1
2
日
出
、
午
後

５
時
半
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

文
化
心
一
館
小
ホ
ー
ル
▼
出
演
…
西

宇
治
高
校
吹
奏
学
部
と
Ｏ
Ｂ
吹
奏

楽
団
▼
曲
目
・
：
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ
ィ

ア
、
サ
ン
チ
ェ
ス
の
子
戸
石
た
ち

ほ
か
。
入
場
無
料
。

　
軽
自
動
車
税
は
、
四
月
一
日

現
在
の
軽
自
動
車
等
の
所
有
者

に
課
税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

　
四
月
一
ぼ
以
降
に
廃
車
や
譲

渡
を
行
っ
て
も
、
六
十
一
年
度

分
は
元
の
所
有
者
に
か
か
り
ま

す
。
ま
た
、
軽
自
動
車
税
に
は
、

身
体
障
害
者
な
ど
の
た
め
の
減

免
制
度
が
あ
り
ま
ず
。
減
免
は
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場

合
に
Ｉ
一
台
に
限
り
営
け
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

①
そ
の
構
造
が
専
ら
ｆ
ｔ
体
障
害

　
者
等
の
利
用
に
供
す
る
た
め

　
の
も
の

②
身
体
障
害
者
、
精
神
薄
弱
者

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
低
所
得
者
世
帯

　
水
道
料
金
を
軽
減

　
低
所
得
者
世
帯
と
牟
屈
保
護
世

帯
の
水
道
料
金
の
負
担
金
Ｅ
減
す

る
た
め
に
、
低
所
得
者
用
水
道
料

金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
度
の
認
定
基
準

は
下
表
の
と
ｉ
ｉ
２
ａ
ｐ
す
。
該
当
す

る
世
帯
は
、
申
請
書
に
昭
和
六
十

年
中
の
所
得
を
証
明
す
る
書
類
（

　
の
所
有
す
る
も
の

③
1
8
歳
未
満
の
４
体
障
害
者
ま

　
た
は
精
神
薄
弱
者
と
生
計
を

　
一
つ
に
す
る
人
が
所
有
す
る

軽自動車税

身体障害者に

減免制度

『
　
軽
自
動
車
等
で
、
専
ら
身
体

　
障
害
者
等
の
た
め
に
運
転
す

　
る
も
の

Ｉ源
泉
徴
醤
男
各
年
金
受
給
証
書
、

ま
た
は
民
生
委
員
が
証
明
す
る
無

職
無
収
入
証
明
書
な
ど
）
奎
添
え

て
、
水
道
部
営
業
課
へ
提
出
し
て

水道料金･低所得者用

認定基準額表

　
減
免
申
請
手
続
き
に
は
次
の

書
類
が
必
要
で
す
。

　
▼
減
免
申
請
書
（
③
に
該
当

す
る
握
註
、
使
用
状
況
に
関

す
る
事
項
の
書
類
も
必
要
。
用

紙
は
い
ず
れ
も
市
民
税
課
で
）

▼
４
体
障
害
者
手
帳
（
戦
傷
者

手
帳
、
療
育
手
帳
で
も
可
）
▼

運
転
免
許
証
▼
印
鑑
▼
納
付
書

　
申
請
期
限
は
納
期
限
（
四
月

三
十
日
）
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
障
害
の
程
度
に
よ
っ

て
は
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
未
了
。
詳
し
ぐ
は
、
市
民

税
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
生
活
保
護
世
帯
の
人
は

福
祉
事
務
所
を
通
じ
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
（
水
道
部
営
業
課
）

世帯構成
人　数 所得金頷(年)

１　人 629,980円

２　人 914,400円

３　人 1,251,800円

４　人 1,391,800円

５　人
以　上

:,391,800円に、

4人を超える1人

･に付き
347,950円を加算

580

　≪:話予約も可。受け付けは

文化センターのみ。予約申込

日から4 日以内に来館される

か、または現金書留が必着の

こと｡郵送をご希望の場合は、

現金書留封筒に①チケ■y ^代

金②返送料3i0円(現金または

切手)③返信用封筒(住所・氏

名・電話番号を記入）を同封

してくだをい。

ＮＨＫ交響楽団
７月５日（土）

　チケット

　(全席指定)

Ａ席4.500円

Ｂ席3,700円

C席3.000円

PM6：30開演
★　★　★

文化会館I(大ホール）

　５月25日(日)

　PM3：00開演

文化会館（大ホール）

ビリーヴォ

ーン楽団

　　チケッ｝

　（全席指定）

Ｓ席4,500円Ｓ席4,500円　

Ａ席3.800円　

８席･3,000円　

消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
決
ま
る

各
種
調
査
な
ど
に
活
躍

　
こ
の
ほ
ど
二
八
十
一
年
度
宇
治

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
だ
ぐ
二
十
五
人
の
皆

き
ん
が
決
ま
り
汰
レ
た
。

　
消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、

消
費
者
で
あ
る
市
民
の
意
見
や
要

望
、
苦
情
な
戸
祁
ち
消
費
牛
活
の

実
態
を
正
１
　
Ｉ
と
ら
え
て
行
政
を▲合成洗剤と石けんの比較実験を

　する消費生活モニター

進
め
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　
消
費
牛
活
は
、
衣
食
住
を
は
じ

め
、
健
康
、
契
約
な
芦
性
別
・
年

齢
か
闘
わ
ず
全
て
の
牛
活
分
野
に

及
ん
で
お
り
、
私
た
ち
の
暮
ら
し

と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
。

　
消
費
牛
活
モ
ニ
タ
ー
に
は
、
日

常
の
買
物
、
契
約
な
戸
号
い
感
じ
た

こ
と
か
そ
の
た
び
に
ぶ
濤
Ｆ
を

送
っ
て
い
た
だ
い
た
り
、
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
物
価
調
査
な
ど
>
m

躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各
種
調

査
の
時
に
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
も

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

相
談
や
学
習
の
場
利
用
を

　
消
費
生
活
相
談

　
今
月
か
ら
毎
週
水
曜
開
設

　
市
で
は
、
商
工
観
光
課
内
に
消

費
牛
活
相
談
窓
口
を
設
け
、
苦
情

や
問
い
〈
Ｂ
せ
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
従
采
は
毎
月
四
回
で
し
た
が
、

今
月
か
巨
母
週
水
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
木
曜
日
）
に
開
設
に
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
専
門
の
消
費
牛
活

相
談
員
が
、
商
品
や
契
約
の
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。
ま
た
、
商
品
の
安
全
性
や
選

び
方
な
ど
の
商
品
情
報
も
穏
武
し

て
い
ま
す
。

　
な
お
、
訪
問
販
売
や
ク
レ
ジ
ツ

昭和61年度消費生活モニター(敬称略)

氏　　名 住　　　　所 電話番号

北村　柱子 木幡御園11－128 31－5268

長沢博子 木幡北畠2－33 32－8333

原田　郁子 五ヶ庄官有地京大宿舎33231－5761

藤井久美子 菟道谷下り41－5 23－3015

藤田久美子 尾道田中44-12 22－0137

渡部　節子 明星町2丁目11－39 23－1480

田辺　淳子 宇治妙楽43 23－2658

山根静江 宇治善法19－1 22－2055

菅沼美知子 横鳥町中川原1465-503 22-8084

大屋敷佳子 横鳥町中Ill原1465－202 23－8664

沼田　利子 宇皿白123うゴ> l紹 23－5727

土肥　住恵 小倉町南堀池59－15 20－1422

佐藤　明美 小倉町蓮池100－9 20－1754

川合　絹代 小倉町西浦21－23 22－9184

飯田喜代子 小倉町西山５ 22－7987

中江　孝子 伊勢田町遊田12－198 22－6304

浦井　和美 伊勢田町遊田12－204 23－0070

川勝　房子 伊勢田町中ノ田25 44－7572

斉藤　敏子 伊勢田町南1U21-5自衛隊官舎1 -7 41－6873

浅田　孝子 羽拍子町57－2 44－1800

佐々木吟子 琵琶台3丁目3－13 22－3116

塚越美恵子 広野町小根尾138－205 23－0801

藤原トミェ 広野町小根尾113待機宿舎北30622－4576

山脇　恭子 広野町小根尾io－2 43－7823

岡　実子 広野町寺山98－28 41－7274

ト
カ
ー
ド
に
よ
る
割
賦
販
売
な
ど

で
生
じ
た
消
費
生
活
の
ト
ラ
ブ
ル

は
、
早
急
に
対
処
し
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
毒
ｙ

　
定
例
の
相
談
日
以
外
で
も
相
談

か
座
け
付
け
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
時
に
は
、
迷
わ
ず

お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
地
域
で
の
学
習
会

　
　
担
当
職
員
を
派
遣

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
亭
留
対

象
に
、
い
ろ
い
ろ
な
内
容
の
消
費

牛
活
講
座
を
開
催
し
て
い
未
了
。

　
一
人
ひ
と
り
が
正
し
い
消
費
生

活
の
知
識
か
身
に
付
け
、
賢
い
消

費
者
と
し
て
商
品
や
情
報
・
サ
ー

ビ
ス
か
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　
今
年
度
は
、
地
域
で
の
学
習
会

や
懇
談
会
な
ど
に
、
消
費
牛
活
担

当
職
員
忿
凱
遣
し
柔
ｙ
。
悪
質
な

訪
問
販
売
の
手
口
な
ど
の
話
や
着

色
料
実
験
な
ぺ
消
費
忠
洒
の
知

商
工
観
光
課
消
費
牛
活
係
（
豊
⑩

3
1
4
1
）
へ
Ｏ

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

］
吉
見
ぷ
・
‥
・
・
・
’
・
’
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Γ
ト
ト
ト
ト
１
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